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10．B。Ka3瓢bIHほか4：可動帯発達後期段階貫入体の岩石学的研究での鉱物一地球化

　学的研究法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1，表1，参33，p，221－233

F。A．瓢ypHHa，A．双・HcKaH八epoBa：堆積岩と変成岩の年代決定への同位体法の利用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図6，表2，p．234－243
A。H．TapHoBcKaH：稀土類測定法の現状と分析の可能性　　　　　　　　　表2，参12，p。244－248

F。H。Byp3ほか2：鉱物の比重研究用TGP－1型新熱勾配測定機　　　　　　図2，参5，P・249－255

A．B．瓢aKUoHoB；爽炭層系とその堆積フォーメイション分類での位置　　　　　図2，p・256－259

　6）　3讃3。噸e鼠訊」瞭）肛，盟・踊・Φe凪o帥翼o駐，駐・r・Oc島及璽麗薩　（1974）　3．「no・πeBa只reoTepMKuecKaH

c6MKa（野外地熱図化）」，ナウコバ　ドゥムカ出版所，キエフ，103p。，図28，表4，参47，22×15cm

（露文）

　　　　　　　　　　　　　　　　目
第1章　地熱研究の概況

　　　油田・ガス田区における深部地熱観測

　　　地表温度条件の野外研究

第2章　地球の熱条件

　　　熱源
　　　地下の温度

　　　気圏と水圏の温度

　　　地表の熱条件

　　　地球の成長における熱の役割

第3章　地球の熱場の地質学的情報

　　　概説
　　　気候の歴史

　　　構造運動

　　　地質断面の不均一性

　　　外熱過程

第4章　地表における温度場の情報

次
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第5章
第6章

第7章
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概　説

周期的温度妨害条件の除去法

非周期的温度妨害条件の除去法

恒常妨害要素

温度図の解釈

地熱図化法

野外地熱図化作業の組織化

野外作業の準備

野外作業計画の立案

測定器と測度測定技術

ウクライナ共和国油田・ガス田区における地熱研究成果

平原クリミア地方での実験作業の結果

前カルパチア凹地とボルィン＝ポドリスク楯状地での実験作業

まとめ

　7）臨鼠晦y脇（1973）3「HccπeAoBaHHe　ocHoBaHH茸TeopeTHqecKo茸reo五〇rKH（理論地質学の

基礎の研究）」，ナウカ出版所，モスクワ，204p・，表12，参127，21×14cm（露文）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　次

第1章　理論地質学の進化

　　　　　地質学史研究について

　　　地質学前史（第1期一第4期）

　　　　地球に関する原始的認識　　初期地質科学の発生　　科学革新と地質学的知識

　　　地質学の形成（第5期）

　　　　N．ステノンの原理　　科学的世界観の誕生　　18世紀の地球科学　　D．ハットンの理論

　　　古典的地質学の発展（第6期）

　　　　19世紀の科学の進歩　　進化論的地質学の誕生と層位学の形成　　ch・ライエルの概念　　地

　　　　質構成物質に関する科学の発隼　　進化論的地質学と構造地質学の発展　　19世紀の理論地質

　　　　学に関するまとめ

　　　20世紀の理論地質学の状態によせて（第7期）

　　　　第2次科学革新と地球科学　　地質学の伝統的分野と新しい分野　　惑星地質学　　まとめ

第2章　地球科学に関するV．1．ベルナツキーの概念の発展によせて

　　　　　自然科学的認識の基礎について

　　　昔からの概念

　　　　自然物体　　構成水準　　空間の状態について

　　　地質空間

　　　　系としての自然客体　　地質客体の空間　　共存関係にっいて

　　　地球惑星時間の要素と成分について

　　　　自然時問の闇題　　自然時間の要素と種類について　　地球惑星時問の成分について

　　　自然地質物体

　　　　鉱物のレベル　　岩石のレベル　　高次地質レベル　　地体構造系　　地質構成に関する考察・

第3章　地質生成体（geological　fbrmation）

　　　地質生成体研究の現状によせて

　　　　r地質生成体」の定義にっいて　　結晶岩生成体　　フォーメイションとファシース　　フォ

　　　　ーメイションと層序区分

　　　自然系としての地質生成体
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新着資料の紹介（資料室）

　　　フォーメイション学の新方向　　所属性の問題　　フォーメイション！分類の原則　　フォーメ

　　　イションの主要区分

第4章　岩圏の広域一段階区分

　　地体構造系

　　　地体構造構成　　単位構造コンプレックス　　地向斜構造コンプレックスと卓状地構造コンプ

　　　レックス　　大陸と海洋

　　層序構成成分としてのジオシステム，エコシステム，バイオシステム

　　　バイオゲオツェノチック＝システムについて　　局地性・広域性ストラトニコンプレックス

　　　広域性・惑星規模ストラトニコンプレックス

第5章　地殻の自然分類の根拠によせて

　　地球の物理的構成

　　　geomassergosphereとその構成につV・ての概念　　geogravisphereとgeoelectr・magnitosphere

　　　geomassasphere　　geoquazisphere

　　地球の化学的構成と地質学的構成

　　　地球物理的マントルと地質学的マントル　　化学的地圏　　地質学的マントルについて　　地

　　　球一宇宙の問題によせて

第6章　ヂオシステム研究の力学的および歴史的見地

まとめ

　8）先力ンブリア系地質・地質年代研究所（1974）：「Feox双MHHpa八皿o配HHblxHpa八UoaKTHBHHx

H30TonOB（崩壊成同位体と放射性同位体の地球化学的研究）」，ナウカ出版所レニングラード支所，256

P，，22×15cm（露文）

　　　　　　　　　　　　　　　　　目　次
K）．A・HIyKo刀K）KoBほか3：ネオン同位体の地球化学的研究　　　　　　図12，表10，参65，p・5－45

H・赫・皿opo30Baほか2：造岩鉱物の質量分析・熱解析　　　　　　　　図16，表1，参14，p。46－67

JLK。JleBcKH負，A・H・KoMapoB；シホテニアリン隈石トロイライト質・シュレイベル

　ジャイト質包有物中のヘリウム，ネオン，アルゴンの同位体　　　　　図2，表2，参20，p・67－79

H．H．ToπcTHxHHほか3：結晶石英中のヘリウム分散係数の評価　　　　　　図2，参6，p・79－90

H．H，To配TKXKHほか3：カムチャツカ半島火山源岩産超塩基性捕獲岩中のヘリウム

　同位体組成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表3，参29，p．90－104

H。瓢・瓢opo30Baほか2＝天然アルモ珪酸塩中のリチウム・カリウム同位体の拡散

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図8，表11，参13，p，105－130

A，H・KoMapoB：ラジウム挙動指標としての放射性重晶石　　　　　　図2，表2，参7，p・131－138

C3．只KoBπeeB，E．B・皿apKoB：コラ半島モンチェツンドラの古期岩石中のカリウム

　とルビジウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図8，表5，参47，p．139－162

C。3．只KoBπeBa：各種構造地質区産塩基性岩中のKIR．b比の変化　　　図3，表3，参19，P・163－176

∂・C・Bap皿aBcKaH，H・皿・FopoxoB：玄武岩質マグマの拗出・進化過程におけるsr87／sr86

　比の変化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図5，表4，参29，p，176－192

H．H。KpbMoB，C．B。刀06aq一》Ky肥HKo：広域変成過程・超変成過程でのルビジウム

　とストロンチウムの挙動にっいて　　　　　　　　　　　　　　　　　　表8，参16，p．192－207

H．H・KPbMOB：岩石中のルビジウムとストロンチウム測定へのX線スペクトル法の利

　用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図2，表3，参5，P・207－214
C．3．只Ko瑚eBa，F．A．田e触KHa：塩基性岩・超塩基性岩中の微量ルビジウム測定への

　焔色撮映法の利用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図4，表3，参14，p。214－221

C．H．CaMcoHoB、：固相イオン’源での質量分析計中の質量の識別　　　　　　　図1，参10，p・221－227
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C　n・CaMcoHoBほか2：ルビジウム・ストロンチウム精密同位体分析用MI－1305型

　質量分析器の近代化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図9，参10，p・228－240

C・n・CaMcoHoBほか21標準塩のルビジウム・ストロンチウム同位体組成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図2，表2，参10，p．240－249

　9）「。眠Tyro醐監（1974）；r∂KcHm3HH　H　py双Hb磁npoKecc（爆裂作用と鉱床生成過程）」，ネー

ドラ出版所，モスクワ，207p・，図53，表7，参318，22×15cm（露文）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　次

第1部　含鉱爆裂生成体の特徴

　　1．酸性（と中性）マグマと関係ある含鉱爆裂生成体

　　　　サフユールト金鉱床の爆裂生成体　　ブルクタイ稀少金属鉱床の爆裂生成体

　　2．塩基性・超塩基性・アルカリ各マグマと関係ある含鉱爆裂生成体

　　　塩基性マグマと関係ある爆裂生成体　　アルカリー塩基性マグマと関係ある爆裂生成体　　超

　　　塩基性マグマと関係ある爆裂生成体　　超塩基性一アルカリマグマと関係ある爆裂生成体

　　3．充填岩の性質による含鉱爆裂生成体の分類

　　4．

第2部
　　5．

　　6．

　　7，

まとめ

第1型
第2型
第3型
第4型
第5型

側岩モノミクト角礫からなる生成体

非側岩モノミクト角礫からなる生成体

凝灰質物質を伴う角礫からなる生成体

貫入岩ないし分解岩脈で膠結された非側岩角礫からなる生成体

角礫レリクトを伴った貫入岩の岩株・岩頸に充填されている生成体

含鉱爆裂生成体の形態的特徴

含鉱爆裂生成体の生成条件

鉱石生成一爆裂過程の特徴

含鉱爆裂生成体中の崩壊現象

実践上の提案と今後の研究課題

　10）　y・Ac麗a源販e駐（1974）3「JIHTo・πorKH匪py双oHocHocTb八eBoHcKHx　H蚤｛H》K｝｛eKaMeHHoyrO・πbH－

blx　oTπo氷eH励CpeAHHHoro　T冊b一田aHH（天山山脈中央部デボン系・下部石炭系の堆積相と鉱床胚胎

性）」，イリム出版所，フルンゼ，236p・，図29，表16，参llO，22×15cm（露文）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　次

第1章　天山山脈中央部のデボン系と下部石炭系の構成

　　　デボン系中部および上部　　石炭系下部　　デボン系と下部石炭系の地質断面タイプ

第2章　デボン系と下部石炭系の岩石のタイプ

　　　砕屑岩　　炭酸塩岩　　硫酸塩岩　　陸源一炭酸塩岩

第3章　デボン系と下部石炭系の周期性

第4章　デボン紀と石炭紀前期のフォーメイション

第5章　デボン紀と石炭紀前期における天山山脈中央部の相一古地理の特徴

第6章　堆積フォーメイションの後堆積変質

第7章　デボン系と下部石炭系中の鉛・亜鉛の分布

　　　ナルィーン亜帯　　チュラマー亜帯　　チャートカル亜帯　　カラターウ亜帯

まとめ
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